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第18回 「環境問題と株式市場」

初めに
1月20日付ウィークリーレポート「2020年のびっくり大予想」では2番目のびっくり予想と

して「グレタ・トゥーンベリ氏がノーベル平和賞を受賞、環境関連株が買われる」を挙げま
したが、実際に環境問題が株式市場に与える影響は拡大しつつあります。今回は環境問題と
株式市場の関係について考えてみます。

加速する日本企業の温暖化対策
元々温暖化対策は欧州企業が先行していますが、ESG投資の活発化などを背景に日本企業も

ペースを上げて取り組んでいます。最近では東京ガスが2030年代にCO2排出量を13年比で約3
割削減、50年代には太陽光などの活用により実質ゼロにするとの目標を示しました。実質ゼ
ロまで踏み込むのは、国内のエネルギー大手では初めて(日本経済新聞、2月7日)とのことで
す。また同じくエネルギー大手の出光興産は国内の石油需要が30年には3割減、40年には半減
とのシナリオの下に化石燃料依存からの脱却を目指し、営業利益に占める機能材事業などの
比率を引き上げるとのことです。この他日本郵船や商船三井などの海運企業も燃料を石油か
ら天然ガスなどに切り替えることにより、CO2排出量の削減を図っています。

環境規制と株式市場
環境規制は企業にとって負担の増加です。そのため一般論としては株式市場にマイナスと

なりますが、一方で技術革新を促し、新しい市場の創出に貢献するというプラス面もありま
す。「環境関連」の名称は株式市場では定着していますし、筆者が環境関連株の期待を予想
しているのも冒頭お話しした通りです。

環境関連株とは
通常環境関連と呼ばれる企業としては、太陽光、風力発電、電気自動車（EV)などが挙げら

れます。この中で注目度が最も高いのは電気自動車（EV)でしょう。

米テスラの株価上昇
足元中国市場の不振から、世界的に自動車会社の業績は低迷していますが、例外がテスラ

です。電気自動車（EV)を主力製品とするテスラは、環境規制を追い風に売り上げを伸ばし、
まだ赤字ですが株価は上昇しています。日本勢はハイブリッドを主力としていますが、電気
自動車（EV)では出遅れた形となっています。今後、日本の自動車メーカーがどのように巻き
返すかについて注目しています。

マクドナルドも環境関連？
環境関連株として自分が注目しているのは、人工肉を取り扱う企業です。牛や豚などの

ゲップや糞から放出されるメタンガスが地球温暖化の原因になっているという説があります。
ということであれば、人工肉を使うことも温暖化対策の一つと言うことができるでしょう。
米国のマクドナルドでは人工肉を使用した商品を提供していると聞きますが、もしそうで

あれば、マクドナルドが環境関連株として評価されることも考えられます。
以上、環境問題と株式市場について述べさせていただきましたが、このテーマについては

今後もフォローしていく予定です。
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